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町
内
福
祉
村
は
、
市
が
活
動

拠
点
を
設
置
し
、
運
営
費
用
、

学
習
機
会
、
情
報
提
供
の
面
で

地
区
の
み
な
さ
ん
が
活
動
し
や

す
い
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
活
動
拠

点
に
常
駐
し
、
地
区
で
募
集
し

た
「
ふ
れ
あ
い
援
助
員
（
福
祉

村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」
と
連
携

し
、
支
援
・
交
流
活
動
を
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

金
田
福
祉
村
で
は
、
九
十
人

以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動

の
主
体
に
な
り
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
、
お
年
寄
り
や
障

害
の
あ
る
方
な
ど
と
交
流
し
て

い
ま
す
。

金
田
公
民
館
の
北
側
に
あ
る

建
物
が
金
田
福
祉
村
の
拠
点
で

す
。
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
拠
点

で
は
、
近
所
の
お
年
寄
り
が
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
金
田
地
区
は
広
く
、

長
い
距
離
を
歩
く
の
が
困
難
な

お
年
寄
り
な
ど
は
、
こ
こ
に
出

向
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
好
評
な
の
が
「
出
向
き

サ
ロ
ン
」
で
す
。
地
区
内
の
自

治
会
館
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
出
向
き
、
み
ん
な
で
ち
ぎ
り

絵
を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

金
田
福
祉
村
で
は
、
一
回
二

時
間
を
原
則
に
生
活
支
援
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
地

区
内
に
住
む
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
、
障
害
の
あ
る
方
、
寝

た
き
り
の
方
な
ど
で
す
。
こ
う

し
た
方
々
の
必
要
に
応
じ
、
ご

み
出
し
の
手
伝
い
、
代
読
、
代

筆
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

福
祉
村
に
親
し
み
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
、
金
田
福
祉
村
で

は
、
愛
称
を
地
区
の
み
な
さ
ん

に
公
募
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
愛
称

が
「
い
ち
ご
の
会
」
で
す
。
地

区
の
特
産
で
あ
る
「
い
ち
ご
」

と
、
そ
の
つ
ど
精
一
杯
対
応
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
「
一
期
」

と
い
う
言
葉
に
か
け
て
付
け
ら

れ
た
愛
称
で
す
。

金
田
福
祉
村
「
い
ち
ご
の
会
」
を
利
用
す
る
お
年
寄
り
と
金
田
保
育
園
の
園
児
と
の
交
流
会
。

大
き
な
さ
つ
ま
い
も
を
み
ん
な
で
一
緒
に
掘
り
出
し
ま
し
た
。

広がる町内福祉村 広がる町内福祉村 

福祉村のボランティア
のみなさんは熱心で、飾
り気のない気持ちで近所
の人に手を差し伸べてく
れています。最近では、
徐々にお年寄りとの信頼関係もでき、本音で
訴え、本音で答えるというやりとりができて
きたと感じます。地域福祉の始まりは「気付
き」です。近所のお年寄りや子どもの様子を
気にして、気が付いたらまず行動してみる。
その精神が大切ですね。

10年近く一人で暮らし
ていましたが、昨年、長
男がいる平塚に来ました。
平塚は自然がいっぱいで、
生まれ故郷の利尻島を思

い出します。福祉村には、行きたいときに気
軽に行っています。歌ったり、踊ったり、一
人でいたころでは考えられないほど楽しいで
すね。しょんぼりしているお年寄りを見ると、
自分もこうしていたのかなと思ってつい、いろ
んな話をして、喜ばせたくなってしまいます。

ここのボランティ
アは、いわば「素人
集団」です。でも、
その中には様々な方面で活躍したり、特技をも
っていたりする人がいるので、いろんなことが
できる可能性を感じています。わたしたちも、
地域のごみ拾いや、お年寄りとの交流などを
楽しんでいます。地域の人とあいさつを交わ
せたときは、地域っていいなって思いますね。
お年寄りの家への訪問、演劇発表、演奏会･･･
これからやりたいことが盛りだくさんです。

金田福祉村
いちごの会会長

野川義雄さん

金田福祉村を利用
する

田辺さきさん

　
し
ば
ら
く
見
か
け
な
か
っ
た
ら

　
し
ば
ら
く
見
か
け
な
か
っ
た
ら
、
「
あ
の
人
ど
う
し
て
い
る
の
か
な
」
と
心
配
に
な
る
。
お
年
寄
り

が
ご
み
出
し
や
電
球
交
換
な
ど
、

が
ご
み
出
し
や
電
球
交
換
な
ど
、
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
近
所
に
頼
む
。
こ
う
し
た

昔
な
が
ら
の
近
所
付
き
合
い
が
薄

昔
な
が
ら
の
近
所
付
き
合
い
が
薄
れ
、
地
域
や
家
庭
が
持
つ
「
福
祉
力
」
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど

　
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
、
様
々
な
悩
み
を
持
ち
、
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
今

し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
今
、
身
近
身
近
な
と
こ
ろ
で
助
け
合
い
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

平
塚
市
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
づ
く

平
塚
市
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
「
町
内
福
祉
村
」
を
開
設
す
る
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
松
原
、
花
水

て
い
ま
す
。
現
在
、
松
原
、
花
水
、
港
、
金
田
の
四
地
区
に
あ
る
町
内
福
祉
村
で
は
、
様
々
な
ふ
れ
あ

い
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今

い
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
中
か
ら
、
今
年
二
月
に
で
き
た
金
田
福
祉
村
「
い
ち
ご

の
会
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

の
会
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
◆
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
政
策
課
（
内
線
2 
1 
5 
1
） 
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紹
介
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困
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活
動
の
主
体
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

好
評
の

出
向
き
サ
ロ
ン

身
近
な

生
活
支
援
活
動

愛
称
は

「
い
ち
ご
の
会
」

町内福祉村は、地区の社会福祉
協議会や自治会の状況、地理的な
面などから考え、おおむね小学校
区単位にそった23地区に設置する
予定です。現在、来年2月の開村
を目指して、岡崎地区では、熱心
な話し合いが繰り返されています。

「一人暮らしの高齢者はどんな
ことに困っているのだろうか」
「ボランティアはどうやったら来
てくれるだろうか」など、岡崎地
区の人たちが、長年地区を見てき
た目線で、自分たちの地区の課題
を見つけ、研究しています。

岡崎公民館での会合。各部会で活発
な議論が交わされています。

金田福祉村
ボランティアの
学生のみなさん
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暮らし

▽
申
込
書
の
配
布

各
保
育
園
、
児

童
福
祉
課（
市
役
所
１
階
⑪
番
窓
口
）

で
お
配
り
し
ま
す
。こ
の
ほ
か
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

U
RL

は
、http://w

w
w
.city.hira

tsuka.kanagaw
a.jp/hoiku/

▽
受
け
付
け
日
時

12
月
８
日（
月
）

〜
12
日（
金
）、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
受
け
付
け
場
所

市
役
所
１
階
市

民
ホ
ー
ル

▽
対
象

生
後
２
か
月
過
ぎ
か
ら
小

学
校
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

▽
提
出
書
類

①
入
所
申
込
書

②
入
所
調
査
書
お
よ
び
健
康
調
査
書

③
保
育
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
明

す
る
書
類（
就
労
証
明
書
な
ど
）

④
保
育
料
を
決
定
す
る
た
め
の
書
類

（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
福
祉
課

（
1
21-

９
６
１
２
）へ
。

11月23日（祝）午前8時から正午まで、「まちぐるみ大清掃」を実施
します。自宅の周りや公園をみんなできれいにしましょう。雨天の
場合は、11月30日（日）に延期します。
また、ごみは捨てないという気持ちを日ごろから心掛けましょう。

ごみのないきれいなまち　ひらつか

11月23日「まちぐるみ大清掃」
◇問い合わせ先　環境管理課（内線2238）

平
成
十
六
年
度
か
ら
市
税
前
納
報

奨
金
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、早
期
の
税
収
確
保
や

納
税
意
欲
の
向
上
を
目
的
と
し
て
昭

和
二
十
九
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
の
社
会
・
経
済
情
勢
な
ど

の
変
化
に
よ
り
、市
議
会
九
月
定
例
会

で
関
係
条
例
を
改
正
し
て
、
こ
の
財

源
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

有
効
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

▽
変
更
事
項
な
ど

①
現
在
「
全
期
前
納
」
で
口
座
振
替

を
し
て
い
る
方
は
、「
期
別
納
付
」
に

よ
る
引
き
落
と
し
に
変
更
し
ま
す
。

手
続
き
は
不
要
で
す
。

【
引
き
落
と
し
日
】
固
定
資
産
税
…

５
月
31
日
、
７
月
31
日
、
９
月
30
日
、

11
月
30
日

市
県
民
税
…
６
月
30
日
、

８
月
31
日
、
10
月
31
日
、
12
月
28
日

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、

翌
営
業
日

②
全
期
前
納
口
座
振
替
の
方
に
は
、

引
き
落
と
し
に
つ
い
て
の
確
認
通
知

を
郵
送
し
ま
す
。
引
き
続
き
「
全
期

一
括
引
き
落
と
し
」
を
希
望
す
る
場

合
は
、
返
信
は
が
き
で
十
二
月
三
十

一
日（
水
）ま
で
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

③
納
付
書
を
使
っ
て
、年
間
の
税
金
を

一
回
で
納
付
し
た
い
方
は
、
金
融
機
関

窓
口
に
「
年
税
額
を
全
部
納
付
す
る
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。一
期
か
ら
四
期

ま
で
の
一
年
分
を
納
税
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
納
税
課（
1

21-

８
７
６
９
）へ
。

市
税
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止 

市民グループのみなさんが開く会議などに市長が出席します。市長と

一緒に福祉、環境、教育など、まちづくりについて意見交換しませんか。

u日時 ①平成16年1月20日（火）午前9時～正午

②平成16年1月21日（水）午前9時～正午

③平成16年2月12日（木）午前9時～正午

④平成16年2月20日（金）午後1時30分～4時30分

・会場は、市民グループでご用意ください。

・政治、宗教、営利を目的とした催しや集会は対象外です。

・参加人数は、30人程度でお願いします。

・各日1グループ（計4グループ、抽選）

お申し込みは、12月15日（月）までに、公民館や市役所1階受け付けな

どにある申込書に必要事項を記入し、郵送またはファクスで企画課（〒

254－8686浅間町9－1・60120－704589・121－9618）へ。

来
年
四
月
か
ら
、
新
た
に
保
育
園

に
入
所
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
を
対

象
に
、
保
育
園
入
所
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

保
育
園
は
、
保
護
者
の
就
労
や
病

気
な
ど
の
理
由
で
、
日
中
保
育
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
の
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
す
る
施
設
で
す
。
幼
稚

園
と
は
違
い
、
就
学
前
の
教
育
や
集

団
生
活
に
慣
れ
さ
せ
る
た
め
な
ど
の

理
由
で
は
、
入
所
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

施　設　名 所　在　地 定員（人） 

社
会
福
祉
法
人
（
私
立
） 

市
　
　
立 

平塚保育園 
明石町保育園 
サン・キッズ湘南 
白百合保育園 
柳町保育園 
富士見保育園 
もんもん保育園 
 

宮の前４－１３ 
明石町１５－１６ 
中堂８－１０ 
立野町３１－２４ 
平塚４－２０－１ 
平塚５－２２－５０ 
花水台１２－２８ 

１２０ 
９０ 
９０ 
６０ 
９０ 
１２０ 
４５ 
 苗・もんもん 

保育園 
代官町８－２５ 
グリーンライフビル２階 ３０ 

真土すばる保育園 
八幡保育園 
愛・八幡保育園 
みどり保育園 
横内保育園 
あさひ保育園 
高村保育園 
いずみ保育園 
大町保育園 
中原保育園 
金目保育園 
ゆうかり保育園 
夕陽ケ丘保育園 
花水台保育園 
須賀保育園 
しらさぎ保育園 
南原保育園 
神田保育園 
若草保育園 
大神保育園 
金田保育園 
吉沢保育園 

西真土３－２２－３９ 
四之宮２－１０－１０ 
四之宮２－１４－３ 
四之宮２－２２－８ 
横内３８２４ 
河内３１０ 
高村２０９ 
万田４７６ 
根坂間７３７－２ 
南豊田３０１－１ 
北金目４５９－１ 
岡崎４４９－２ 
夕陽ケ丘１０－７ 
花水台１０－２１ 
高浜台９－１ 
東中原２－１４－２ 
南原１－５－３ 
田村１４６６－２ 
横内２４０１ 
大神２０５６ 
入野１１２－３ 
上吉沢３３１ 

９０ 
１２０ 
４５ 
１２０ 
１２０ 
１２０ 
１２０ 
１２０ 
９０ 
１２０ 
１２０ 
９０ 
９０ 
９０ 
９０ 
９０ 
９０ 
９０ 
９０ 
６０ 
９０ 
６０ 

友達いっぱい。元気に運動会

①保育士嘱託員【2人】
u対象 昭和33年4月2日～昭和59年4月1日に生まれ、保育士の資格

がある人、または平成16年3月までに資格を取得する見込みの人

u職務内容 市立保育園などでの保育業務ほか

u勤務日時 月～金曜日、午前7時～午後7時までの間の7時間

u賃金 月額166,400円（予定）

②校務作業嘱託員【5人程度】
u対象 昭和23年4月2日～昭和61年4月1日生まれの人

u職務内容 市立幼稚園、小・中学校での校務作業

u勤務日時 月～金曜日、午前8時～午後3時

u賃金 月額118,300円（予定）

③給食調理嘱託員
u対象 昭和23年4月2日～昭和61年4月1日生まれの人

u職務内容 給食調理業務

☆学校給食共同調理場勤務【若干名】 u勤務日時 月～金曜日の

うち4日間、午前8時～午後3時30分　u賃金 月額113,100円（予定）

☆小学校勤務【若干名】 u勤務日時 月～金曜日、午前8時30分～

午後3時　u賃金 月額111,100円（予定）

④公民館事務嘱託員【1人】
u対象 昭和23年4月2日～昭和61年4月1日生まれの人

u職務内容 公民館での業務

u勤務日時 原則として火・木・土曜日の週3日、午前9時～午後4時

u賃金 月額65,300円（予定）

□　問 ①職員課（121－8762） ②③④教育総務課（135－8113）

◇本会議初日 11月27日（木）
◇本会議（総括質問） 12月８日（月）～11日（木）
◇常任委員会 12月12日（金）・15日（月）
◇本会議最終日 12月19日（金）
※開会は午前10時の予定です。

市議会の会議は、原則としてだれで
も自由に傍聴できます。本会議の傍聴
は、専用の入り口が議事堂北側２階に
あり、議場へは傍聴者名簿に住所、氏
名を記入していただくだけで入場でき
ます。ただし、傍聴席は本会議場が76
席、委員会室が９席程度ですので、団
体の場合は事前に議会事務局までご連
絡ください。 □　問 議会事務局（121ー8791）

第
三
者
な
ど
に
よ
る
不
正
な
戸
籍

の
届
け
出
を
防
止
す
る
た
め
、
十
二

月
一
日（
月
）か
ら
戸
籍
の
届
書
を
持

参
し
た
方
の
本
人
確
認
を
し
ま
す
。

届
け
出
の
際
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

ど
の
官
公
署
発
行
の
写
真
付
き
身
分

証
明
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
人
確
認
が
で
き
な
い
場

合
や
第
三
者
が
届
け
出
を
し
た
場
合

は
、
本
人
に
戸
籍
の
届
け
出
が
あ
っ

た
旨
の
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

▽
本
人
確
認
を
す
る
届
け
出

①
婚
姻
届
　
②
協
議
離
婚
届
　
③
養

子
縁
組
届
　
④
協
議
離
縁
届

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課（
1

21-
８
７
７
２
）へ
。

本
人
確
認
を
し
ま
す 

◆雇用条件 雇用期間は１年以内（更新可能）、社会保険（公民館事

務嘱託員は除く）、期末勤勉手当相当額、通勤手当支給

◆採用予定日 平成16年4月1日

◆試験日程・会場 〈第１次試験〉11月29日（土）午前9時30分～正

午、①教育会館、②③④勤労会館

◆応募方法 ①は職員課（市役所3階）、②③④は教育総務課（豊原

分庁舎１号館2階）でお配りする「受験申込書」に必要事項を記入

し、11月17日（月）～25日（火）〈土・日曜日、休日を除く午前8時

30分～午後5時〉までに、本人が直接担当課へ

嘱託員を募集します 

※左の時間のうち

2時間以内



★
★

★★

レポーター
岩出友子さん

思いはひとつ…全国制覇！

がんばれ神奈川県選抜

将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の

発
掘
も
兼
ね
て
、
十
二
月
二
十
五

日
に
大
阪
府
立
体
育
会
館
で
開
幕

す
る
本
大
会
に
、
県
内
各
地
の
中

学
校
か
ら
男
女
各
十
二
人
が
選
抜

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
市
内
の

中
学
校
か
ら
五
人
も
の
選
手
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

宮
川
教
育
長
か
ら
「
勝
負
を
決

す
る
最
高
の
チ
ャ
ン
ス
の
と
き
、

最
大
の
ピ
ン
チ
の
と
き
、
今
ま
で

練
習
し
て
き
た
こ
と
を
一
所
懸
命

出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受

け
た
五
人
。

選
抜
さ
れ
た
選
手
た
ち
は
、
ほ

と
ん
ど
毎
週
土
曜
日
か
ら
日
曜
日

に
か
け
て
合
宿
を
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
し
て
、
驚
い
た
こ
と
に

練
習
時
間
は
一
日
十
二
時
間
に
も

お
よ
ぶ
と
の
こ
と
。
そ
ん
な
厳
し

い
練
習
で
も
「
と
っ
て
も
楽
し
い
」

と
笑
顔
で
話
し
、「
全
員
で
一
つ
の

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
、
力
を
合

わ
せ
て
勝
っ
た
と
き
の
喜
び
は
最

高
で
す
」
と
大
好
き
な
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
魅
力
を
熱
く
語
っ
て
く
れ

た
選
手
た
ち
。
大
会
で
の
目
標
は
、

男
女
と
も
に
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
東

京
都
選
抜
を
破
っ
て
の
「
全
国
制

覇
」
と
力
強
く
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。
と
に
か
く
明
る
く
、
元
気
な

五
人
。
取
材
中
も
笑
い
声
が
絶
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
会
が
開
催
さ
れ
る
日
は
、
ち

ょ
う
ど
ク
リ
ス
マ
ス
。
宮
川
教
育

長
か
ら
い
た
だ
い
た
「
一
所
懸
命
」

と
い
う
言
葉
を
胸
に
全
力
で
戦
い
、

優
勝
と
い
う
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
し
ま
す
。

JOCジュニアオリンピック第17回全国都道府県
対抗中学バレーボール大会に県選抜として出場す
る土沢中学校の蓑島義英さん、二宮大和さん、神
田中学校の小川彩奈さん、高橋唯さん、武井千純
さんが宮川利男教育長に熱き思いを語りました。

左
か
ら
宮
川
教
育
長
・
小
川
さ
ん
・
蓑
島

さ
ん
・
二
宮
さ
ん
・
高
橋
さ
ん
・
武
井
さ
ん

３ 広報ひらつか　第755号（1日・15日発行）

テレホンガイド（124－6161）は、市役所への届け出や手続きな
どの情報を24時間ご案内しています。情報は、ファクスでも取り
出せます。どうぞ、ご利用ください。
なお、11月22日（土）は、本庁舎の電気保安調査のため、午前9
時から午後5時までテレホンガイドが利用できなくなります。

ご利用ください。テレホンガイド
◇問い合わせ先　広報課（121ー8761）

話　題

芳
盛
寺（
土
屋
）所
有
の
「
紙
本
版

し
ほ
ん
は
ん

摺
着
色

ず
り
ち
ゃ
く
し
ょ
く

十
二
天
像

て
ん
ぞ
う

の
う
ち
十
一
天て

ん

」

（
十
一
幅
、
絵
画
）と
長
善
寺（
東
八
幡

一
丁
目
）所
有
の「
紙
本
着
色
如
意
輪

し
ほ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
に
ょ
い
り
ん

観
音
像

か
ん
の
ん
ぞ
う

」（
一
幅
、
絵
画
）を
新
た
に

市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

今
回
指
定
し
た
文
化
財
を
博
物
館

所
蔵
の
絵
画
と
併
せ
て
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時

12
月
７
日
（
日
）
〜
14
日

（
日
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
※
８

日（
月
）は
休
館

▽
会
場

博
物
館
特
別
展
示
室

●
十
二
天
像
…
仏
法
を
守
護
す
る
天

部
十
二
尊
を
描
い
た
も
の
で
、
風
天

を
除
く
十
一
幅
が
残
っ
て
い
ま
す
。

一
五
九
二
年
三
月
制
作
で
、
当
時
の

基
準
作
例
と
し
て
貴
重
な
作
品
で
す
。

●
如
意
輪
観
音
像
…
岩
上
の
蓮
華
座

れ

ん

げ

ざ

に
座
る
六
臂

ろ
っ
ぴ

の
如
意
輪
観
音
を
描
い

た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
制
作
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
再
調
査
の
結
果
、
室

町
時
代
末
期
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課

（
1
35-

８
１
２
４
）へ
。

平
成
十
五
年
度
技
能
者
表
彰
式
を

十
一
月
七
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

表
彰
者
は
、一
つ
の
職
種
に
長
い
間

従
事
し
、技
能
の
練
磨
や
後
進
の
育
成

に
努
め
、
そ
の
職
種
の
向
上
や
発
展
に

功
績
が
あ
っ
た
方
々
で
す（
敬
称
略
）。

【
技
能
功
労
者
】（
38
人
）

▽
建
具
職
内
田
光
行
▽
製
菓
衛
生
師

土
原
一
夫
、
桐
山
順
三
▽
豆
腐
製
造

職
中
戸
川
佳
正
、
府
川
洋
三
▽
大
工

職
阿
久
津
武
三
、
今
井

万
、
井
原

秀
一
、
勝
見
則
雄
▽
左
官
職
稲
葉
勲

▽
配
管
工
大
西
清
、
根
布
正
▽
畳
職

添
田
紀
雄
▽
塗
装
工
安
田
英
雄
▽
表

具
師
青
柳
常
夫
、
柘
植
仁
▽
理
容
師

赤
沼
茂
、
早
川
一
郎
▽
美
容
師
佐
藤

俊
子
、
藤
本
冨
美
惠
▽
調
理
師
仲
田

武
、
大
川
肇
、
矢
鍋
英
子
▽
和
裁
師

小
田
夫
季
子
▽
洋
服
仕
立
師
榎
本
吉

正
▽
自
転
車
組
立
整
備
士
長
南
則

雄
、
武
田
豊
三
郎
、
宮
川
晟
▽
タ
イ

ル
工
杉
山
茂
▽
電
気
工
事
士
豊
永

登
喜
男
、
酒
井
貞
男
▽
電
子
修
理
技

術
士

本
城
忠
雄
▽
自
動
車
整
備
士

守
勝
次
郎
、
棚
瀬
勝
治
▽
食
品
衛

生
責
任
者
溝
呂
木
勇
、
伍
庭
光
、
寺

嶋
晟
▽
鉄
工
職

川
良
一

【
優
秀
技
能
者
】（
27
人
）

▽
板
金
工
石
井
一
雄
、
山
本
均
▽
製

菓
衛
生
師
川

壽
律
▽
豆
腐
製
造
職

水
野
久
▽
大
工
職
加
藤
次
克
、
佐
藤

清
▽
瓦
屋
根
ふ
き
職
上
野
仁
▽
左
官

職

米
山
俊
二
、
稲
葉
英
樹
▽
配
管

工

留
和
男
、
淺
倉
良
幸
▽
畳
職

清
田
道
弘
▽
塗
装
工
齋
間
紀
博
▽
表

具
師

白
石
龍
二
▽
理
容
師

松
本
清

彌
、
杉
原
健
樹
、
磯
田
良
一
、
石
黒

正
二
▽
調
理
師
眞
壁
健
治
、
�
澤
賢

三
▽
電
気
工
事
士
山
本
馨
、
原
康
二

▽
自
動
車
整
備
士
田
邊
茂
、
石
田
英

樹
▽
食
品
衛
生
責
任
者
鈴
木
榮
、
上

原
尚
子
、

木
弘

熟
練
し
た
技
術
を
表
彰 

ま
せ
ん
か
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
資
源
化

コ
ー
ナ
ー

来
年
四
月
か
ら
資
源
再
生
ご
み
と

し
て
新
た
に
分
別
収
集
す
る
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
」
の
見
本
な
ど

を
展
示
し
、
分
別
の
内
容
や
出
し
方
、

何
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
か
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

●
生
ご
み
の
資
源
化
相
談
コ
ー
ナ
ー

家
庭
用
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
展

示
と
実
演
を
し
ま
す
。
ま
た
、
生
ご

み
処
理
機
購
入
の
補
助
制
度
の
紹
介

や
購
入
を
希
望
す
る
方
の
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

●
缶
く
い
虎と

ら

コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
た
ち
に
缶
つ
ぶ
し
機
（
缶

く
い
虎
）
で
空
き
缶
を
つ
ぶ
し
て
も

ら
い
、
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
防
止
を

呼
び
掛
け
ま
す
。

●
再
生
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
販
売
コ

ー
ナ
ー

市
で
回
収
し
た
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど

で
作
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
販
売
を
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
業
務
課

（
1
21-

８
７
９
６
）へ
。

こちら「119番」消防署です 

これからの季節、雑草は枯れ、空気も

乾燥してきます。昨年、たばこの投げ捨

てなどの原因によって、市内で20件の枯

れ草火災が発生しました。ひとたび枯れ

草火災が発生すると、急速に燃え広がり、

建物に燃え移る危険性があります。火の

不始末による火災を防ぐためにも、道路

や建物に面した空き地や田畑などの枯れ

草は刈り取り、火災が発生しないように

しましょう。

□問 消防署警備課（121－9730）

枯れ草火災に気を付けましょう。

家
庭
に
は
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
品

物
が
た
く
さ
ん
眠
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
品
物
を
有
効
活
用
し
て
も
ら
う

た
め
、「
お
も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

抽
選
で
決
定
し
た
二
百
二
十
の
お
店

が
、
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
衣
類
や

日
用
雑
貨
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

中
に
は
掘
り
出
し
品
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
ご
み
の
資
源
化
フ
ェ
ア
」

を
同
時
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

11
月
22
日（
土
）午
前
９
時

〜
午
後
３
時
（
正
午
ま
で
の
降
水
確

率
が
50
％
以
上
の
場
合
は
、
12
月
13

日
に
延
期
）

▽
会
場

総
合
公
園
中
央
大
池
付
近

ご
み
の
資
源
化
フ
ェ
ア

楽
し
み
な
が
ら
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

お
も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル 

　
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

如意輪観音像
（縦55.3㎝、横23.4㎝）

十二天像のうち月天像
（縦95.8㎝、横36.3㎝）

・
・

駅北口中心商店街をイルミネーショ

ンで飾り、冬の夜空をファンタジック

に彩ります。

u日程 11月22日（土）～12月25日（木）

【主なイベント】

☆11月22日（土）午後3時～6時「ライトオンステージ」/パールロード

☆12月6日（土）午前11時～午後4時30分「駅前大学まつり」（パフォーマン

スステージ、屋台村、レトロ体験コーナーほか）/パールロードほか

☆12月14日（日）午後1時30分と3時「爆竜戦隊アバレンジャーショー」/さく

ら銀行跡地

☆12月20日（土）午後1時～6時「クリスマスコンサート」/パールロード

□問 商業観光課（135－8107）スターライトフェスティバル２００３ 
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あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

▼
市
長
へ
の
手
紙
　
郵
送
料
市
負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス

送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

０
１
２
０
―
７
０
４
５
８
９

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
情
報
・
相
談
課
（

21
―

８
７
６
４
）

な

で

し

こ

フ

ァ

ク

ス

市民相談室
（市役所１階）

21－8764
◇人権 11月18日（火）、12月

９日（火）13時～16時

◇行政 12月２日（火）13時～

16時

◇一般法律（予約制）毎週水・

木曜日13時～16時

◇登記・供託・測量 12月12日

（金）13時～16時

◇住宅（新・改築） 11月18日

（火）13時～16時

◇発明・考案・特許 12月８日

（月）10時～15時

◇下請け取り引き 11月17日

（月）13時30分～16時

◇年金・社会保険・労災 12月

９日（火）13時～16時

◇外国籍市民

スペイン語相談は毎月第１・

３水曜日、ポルトガル語相

談は毎月第２・４水曜日９

時～12時

◇手話案内 毎週金曜日９時

～12時30分

◇建築設計・耐震・バリアフリー

11月17日（月）13時～16時

◇許認可各種届出 11月25日

（火）13時～16時

◇一般市民 毎週月～金曜日

８時30分～17時

◇来所・電話 毎週月～金曜

日９時30分～16時

◇法律（予約制）12月９日（火）

13時30分～15時30分

◇生活支援 毎週月～金曜日

８時30分～17時

◇ボランティア 毎週月～金曜

日８時30分～17時

◇母子・家庭児童 毎週月～

金曜日９時～16時

◇婦人 12月11日（木）９時～

16時

◇電話 毎週月～金曜日10時

～16時

◇ヘルスアップ相談（予約制・

生活習慣病などの相談）11月

25日（火）13時～15時、12月

９日（火）９時30分～11時

◇来所 毎週月～金曜日10時

～17時

◇電話 毎週月～土曜日９時

～17時（第2・4土曜日は除く）

◇青少年相談　毎週月～土曜

日10時～18時30分

◇ヤングテレホン 33－7830
みみでなやみなし

（青少年専用ダイヤル）

毎週月～土曜日10時～18時

30分

◇子育ての相談・情報提供

月・火・水・金曜日10時～

15時

◇子どもの発達・発育の相談

毎週月・水・金曜日10時～15

時（来所相談は予約制）

◇来所・電話 毎週月～金曜

日８時30分～17時

◇来所・電話（勤労者・事業

主対象）12月11日（木）13時

～16時

JAビルかながわビルかながわ 

平塚 
商業高 

保健福祉総合相談
（市役所１階）

21－8779

福祉会館

33－2333

消費生活センター
（JAビルかながわ2階）

21－7530

子育て支援センター
（豊田分庁舎）

・FAX34－9076

健康相談
（保健センター）

34－0311
労働相談
（勤労会館）

32－3355

青少年相談室
（市民センター２階）

34－7311

療育相談室
（福祉事業センター）

・FAX32－2738子ども教育相談センター
（崇善小学校北側）

36－6013

平塚市の財政状況は、依然、厳しい状況にありま
す。企業が大変な努力をしている中、業績や設備投
資などで改善が見えますが、引き続いての景気の回
復は厳しい状況です。したがって、お金をあまりか
けずに、将来の活気につながっていくような事業や
施策を展開できるようにしたいと考えています。

時代は確実に変革
しています。事業や
施策の選択にあたっ
ては、過去に必要だ
ったかもしれないけ
れど、果たして現在
や将来に必要だろう
かということを再検
証する「時のアセス
メント」という考え
方を取り入れていき
ます。そして、予算
編成の柱としている
のが次の「5つの基
本方針」です。
一つ目は、「改訂
基本計画の推進」で

す。平塚市総合計画改訂基本計画は、平成16年度に
第3次実施計画をスタートします。この第3次実施計
画には、計画の段階から市民の方の意見を聞いて、
それを反映させることができました。この計画を着
実に実行していけるように予算を編成します。
二つ目は、「行政改革の推進」です。職員一人一

人に身の回りに節約できるものはないかどうか見定
めてもらっています。
三つ目は、「市民参加・参画の行政運営」です。市

民と行政が協働で作業し、実行できる事業を推進し
ていきます。
四つ目は、「事務事業再評価の実施」です。前例

踏襲主義ではなく、職員が市民と接する中で感じた
ニーズを受け止め、今の事業を再評価し、検証します。
最後に「民間活力と新たな事業手法の導入」です。

行政はサポート側にまわり、NPOや市民団体の力
を大いに発揮できるような仕組みで進められる事業
などを模索しています。
分野別では、とりわけ、地震防災に対する仕組みを

強化したいと思います。この地域はいつ地震が起き
てもおかしくない状況にあります。それに対して、行
政の仕組みを含めてしっかり対応したいと思います。
福祉では、町内福祉村の推進など、地域福祉を充

実していきたいです。それぞれの地域にあった福祉の
形をつくれるような事業を展開しくことが必要です。
環境は、リサイクルプラザができ、プラスチック
容器包装ごみの分別収集が始まる「新たなスタート
の年」を迎えます。ごみを限りなくなくす「ゼロエ
ミッション」を啓発していきたいと考えています。
また、西部丘陵の自然資源を調査し、里山の原風景
を保全していこうと考えています。
まちづくりでは、平塚駅に新たなホームをつくる
ためのきっかけをつくる年にしたいと思います。湘
南ライナーだけでなく、県央地域と結びつく路線が
できれば、新たな文化や情報の交流が生まれます。
そのホームをつくるのと関連して、駅西口や中心市
街地の活性化も進めていきます。空き店舗を子ども
の健全育成の場として、昼間は子育て支援センター、
夕方からは青少年のオープンな溜

た

まり場などに利用
できないかと考えています。
このほかにも、多様な問題に対応し、市民のみな
さんが安心・安全に暮らせるまちをつくっていきた
いと考えています。この予算が動き出す平成16年度
には、みなさんと一緒に事業展開していくものが具
体的に出てきます。そうした事業にぜひ、積極的に
参画、協働してほしいと願っています。

特
別
な
事
業
を
実
施
す
る
場

合
や
料
金
収
入
を
も
っ
て
特
定

の
事
業
を
す
る
場
合
な
ど
に
、

経
理
を
明
確
に
区
別
す
る
た
め
、

一
般
会
計
と
は
別
に
特
別
会
計

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

平
塚
市
で
は
、
八
つ
の
特
別

会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の

歳
出
総
額
は
、
一
千
五
十
一
億

六
千
四
十
七
万
円
で
、
前
年
度

比
で
十
四
億
一
千
五
百
二
十
五

万
円
（
一
・
四
％
）
増
え
ま
し

た
。
主
な
特
別
会
計
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

日
本
選
手
権
競
輪
が

開
催
さ
れ
、
車
券
売
上

金
は
前
年
度
比
で
○
・

六
％
増
え
ま
し
た
が
、

収
益
率
は
○
・
六
％
減

り
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
は
、
前
年
度
比

で
四
億
円
多
い
十
六
億
円
を
繰

り
出
し
ま
し
た
。

被
保
険
者
は
市
民
の

三
六
・
八
％
に
あ
た
る

九
万
三
千
三
百
二
十
九

人
で
、前
年
度
比
で
一
・

四
％
増
え
ま
し
た
。
歳

入
全
体
に
保
険
税
が
占

め
る
割
合
は
四
一
％
で
す
。
ま

た
、
被
保
険
者
一
人
あ
た
り
の

医
療
給
付
費
は
十
三
万
七
千
八

百
七
十
四
円
で
す
。

事
業
認
可
面
積
に
対

す
る
進
ち
ょ
く
率
は
八

九
・
三
％
で
前
年
度
比

で
二
・
二
％
増
え
ま
し

た
。
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、
一
般
会
計
か
ら

四
十
六
億
九
千
五
百
万
円
を
繰

り
入
れ
、
市
債
を
二
十
八
億
八

千
四
百
九
十
万
円
借
り
入
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
市
債
の
年

度
末
の
借
り
入
れ
残
高
は
七
百

四
十
七
億
二
千
九
百
八
十
九
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

第
一
号
被
保
険
者（
六

十
五
歳
以
上
の
方
）
は

三
万
九
千
七
百
二
十
二

人
で
、
保
険
給
付
受
給

者
は
三
千
九
百
四
十
三

人
で
す
。
第
一
号
被
保

険
者
か
ら
の
保
険
料
は
、
十
三

億
五
千
四
百
六
十
八
万
円
で
、

歳
入
全
体
に
保
険
料
が
占
め
る

割
合
は
一
八
・
二
％
で
す
。
収

納
率
は
九
七
・
四
％
で
す
。

市
が
市
民
の
み
な
さ
ん
に
様

々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
ど
れ
だ
け
の
費
用
が
か
か

っ
た
か
を
示
す
計
算
書
が
「
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
」
で
す
。

こ
れ
は
、
建
設
事
業
以
外
の

費
用
の
分
析
を
対
象
に
し
、
下

表
の
と
お
り
、
人
に
か
か
る
コ

ス
ト
、
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
、

移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
な
ど
四

つ
の
分
野
に
分
け
て
表
示
し
ま

す
。
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
企

業
で
言
え
ば
、「
損
益
計
算
書
」

に
あ
た
り
、
行
政
の
効
率
性
や

合
理
化
な
ど
の
状
況
を
知
る
手

段
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

平
塚
市
の
平
成
十
四
年
度
の

行
政
コ
ス
ト
合
計
は
、
約
六
百

十
億
一
千
万
円
で
、
市
民
一
人

あ
た
り
約
二
十
四
万
一
千
円
に

な
り
ま
す
。

平
塚
市
で
は
、
財
政
状
況
の

分
析
に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸

借
対
照
表
）
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
こ
の
方
式
は
歳
入
・
歳
出

を
単
年
度
で
計
算
す
る
方
法
と

異
な
り
、一
定
の
時
点
で
の
す
べ

て
の
財
産
を
示
す
会
計
方
式
で

す
。
平
成
十
四
年
度
末
現
在
の

状
況
は
左
下
表
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
ら
を
市
民
一
人
あ
た
り

の
額
に
換
算
す
る
と
、
資
産
は

百
七
万
三
千
円
、
負
債
は
二
十

四
万
六
千
円
、
資
産
か
ら
負
債

を
引
い
た
正
味
資
産
は
八
十
二

万
七
千
円
に
な
り
ま
す
。

有
形
固
定
資
産
は
、
五
年
前

に
比
べ
、
約
七
十
億
三
千
万
円

減
り
ま
し
た
。
前
年
度
比
で
は
、

約
十
二
億
三
千
万
円
減
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
減
価
償
却
費

が
新
た
な
資
産
取
得
額
を
上
回

っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

固
定
負
債
と
流
動
負
債
の
合

計
は
、
五
年
前
に
比
べ
、
約
百

十
四
億
七
千
万
円
減
り
ま
し
た
。

前
年
度
比
で
は
、
約
十
四
億
一

千
万
円
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
地
方
債
は
、五
年
前
に
比
べ
、

約
百
二
十
四
億
六
千
万
円
減
り

ま
し
た
。
前
年
度
比
で
は
、
約

七
億
五
千
万
円
減
っ
て
い
ま
す
。

※
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
は
総
務
省
の
指
針

に
基
づ
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
歳入･歳出
の（ ）内
は前年度
比です。

競
　
輪

歳入 万円
歳出 万円

下
水
道

歳入 万円
歳出 万円

国
民
健
康
保
険

歳入 万円
歳出 万円

介
護
保
険

歳入 万円
歳出 万円

行
政
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
っ
た
費
用
は

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

で
見
る
財
政
状
況

財
政
状
況
の
推
移
は

区　分 

合　計 

人にかかるコスト（職員の給与など） 

物にかかるコスト（施設の維持補修など） 

移転支出的なコスト（補助金など） 

そのほかのコスト（地方債の利子など） 

175億2,573万円 

187億1,511万円 

228億3,136万円 

19億3,768万円 

610億  988万円 

28.7％ 

30.7％ 

37.4％ 

3.2％ 

金　額 構成比 

平成14年度行政コスト計算書 

平塚市のバランスシート 

市民一人
あたりの決算額

一般会計の主な歳入・目

的別歳出を平成15年4月1

日の人口255,308人で割っ

た金額。（ ）内は前年度比

歳入（収入）
市税

166,294円（－3,397円）

市債

21.477円（＋11,329円）

諸収入（競輪事業から

の繰入金など）

31,911円（＋1,716円）

歳出（支出）
■土木費（道路や公園の

整備）

58,089円（＋5,055円）

■公債費（借入金の償還）

24,465円（－1,781円）

■民生費（高齢者や障害

者の福祉など）

62,195円（＋3,760円）

■衛生費（ごみ収集や医

療の充実など）

32,389円（＋4,636円）

■教育費（学校や給食調

理場の運営など）

32,071円（＋1,053円）

・有形固定資産（公共
施設や土地など）合計
2,523億9,098万円

・投資等（特定目的基
金など）合計

120億140万円
・流動資産（地方税未
収金など）合計

74億9,856万円

・固定負債（地方債など）
合計

570億3,746万円
・流動負債（翌年度償
還予定額など）合計

52億9,656万円
◇負債合計

623億3,402万円
【正味資産の部】
◇正味資産（一般財源な
ど）合計
2,095億5,692万円

【資産の部】

借　方 貸　方

【負債の部】

◆資産合計
2,718億9,094万円

◆負債･正味資産合計
2,718億9,094万円

◇町内福祉村の推進

◇在宅老人対策

◇身体障害者福祉対策

◇知的障害者福祉対策

◇精神障害者福祉対策

◇保育所運営費などの扶助費

◇民間保育所助成事業

◇生活保護法に基づく扶助費

◇中小企業金融対策

◇牛海綿状脳症（狂牛病）関連緊急対策

◇小・中学校校舎耐震補強

◇漁港流通関連施設の整備

◇土屋公民館の新築

◇ふるさと歴史再発見事業

◇学習支援補助員の派遣

◇サッカーＷ杯キャンプ地経費

◆（仮称）リサイクルプラザの整備

◆相模川馬入堤内地の整備

◇五領ケ台南線・西線の整備

◆万田貝塚住宅の建て替え

◇市制施行70周年記念関係

◇戸籍情報システム・住民基本台帳ネットワーク

システム関係

主な事業と決算額
◆は2年以上の継続事業です

491万円

1億9,610万円

7億2,731万円

10億1,656万円

1億1,245万円

14億7,360万円

5億5,900万円

23億1,144万円

4億4,658万円

754万円

2億2,254万円

5,513万円

3億4,274万円

1,389万円

2,869万円

3,466万円

13億6,033万円

4億9,812万円

6億223万円

9億8,506万円

1,791万円

7,758万円

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら

し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
様
々
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ど
ん
な
こ

と
に
ど
れ
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
市
議
会
九
月
定
例
会
に

上
程
さ
れ
、
決
算
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
「
平
成
十
四
年
度
決
算
」
の
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
財
政
課（

21
ー
8
7
6
5
）

※
金
額
は
原
則
、
四
捨
五
入
し
て
万
円
単
位
に
し
て
い
る
た
め
、
合
計
が
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。

は
前
年
度
比
で
決
算
額
が
増
え
た
も
の
、

は
前
年
度
比
で
決
算
額
が
減
っ
た
も
の
で
す
。

平成14年度
決算報告

平成14年度一般会計歳出732億9,202万円。前年度比4.4％増

一般会計歳入 756億1,916万円 
（   ）内は歳入に占める割合です。 （   ）内は歳出に占める割合です。 

一般会計歳出 732億9,202万円 

　市税 424億5,631万円（56.1％） 　人件費 179億6,164万円（24.5％） 

　物件費 97億8,464万円（13.3％） 

　そのほか 45億6,211万円（6.2％） 

　普通建設事業費 94億9,908万円（13.0％） 

　公債費 62億4,605万円（8.5％） 

　維持補修費 8億5,792万円（1.2％） 

　扶助費 78億1,922万円（10.7％） 

　そのほか 165億6,136万円（22.6％） 

　諸収入 81億4,704万円（10.8％） 

　そのほか 
→前年度繰越金、使用料・手数料など 

→補助金、負担金など 

→繰出金、積立金、投資・出資金、貸付金 

→地方消費税交付金、地方特例交付金など 

59億8,036万円（7.9％） 

　国庫支出金 54億4,738万円（7.2％） 

　県支出金 26億7,741万円（3.5％） 
　市債 54億8,320万円（7.3％） 

　そのほか 54億2,746万円（7.2％） 

自主財源…税金や使用料・手数料など、市
が自主的に収入できる財源のことです。自
主的な行政運営を進めるには、その確保に
努めることが必要です。 
　平成14年度の平塚市の自主財源比率は
74.8％で、前年度比で2.7％減りましたが、
全国的に見ると高いレベルにあります。 

自
　
主
　
財
　
源 

消
費
的
経
費 

投
資
的 

経
費 
そ
の
ほ
か
の
経
費 

依
存
財
源 

■市制70周年で記念事業を
展開

■サッカーＷ杯でナイジェリ
ア代表チームがキャンプ

■土屋公民館を新築

環
境
、
福
祉
、
教
育
、
防
災

な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

に
欠
か
せ
な
い
分
野
に
か
か
わ

る
お
金
の
収
支
を
表
す
の
が
一

般
会
計
で
す
。

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計

で
は
、
歳
入
（
収
入
）
が
七
百

五
十
六
億
一
千
九
百
十
六
万
円
、

歳
出
（
支
出
）
が
七
百
三
十
二

億
九
千
二
百
二
万
円
で
し
た
。主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
市
税

市
民
税
と
固
定
資
産
税
で
八

八
・
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。全

体
で
前
年
度
よ
り
一
・
八
％
減

り
ま
し
た
。
市
民
税
は
法
人
市

民
税
が
企
業
収
益
の
落
ち
込
み

な
ど
に
よ
り
、
一
七
・
六
％
減

り
ま
し
た
。
固
定
資
産
税
は
新

築
や
増
築
を
す
る
家
屋
の
増
加

に
よ
り
、○
・
四
％
増
え
ま
し
た
。

■
諸
収
入

日
本
選
手
権
競
輪
を
開
催
し

た
こ
と
な
ど
で
、
競
輪
事
業
収

入
が
伸
び
、
前
年
度
よ
り
五
・

九
％
増
え
ま
し
た
。

■
市
債
（
学
校
や
道
路
な
ど
の

大
き
な
施
設
を
建
て
る
場
合
に

借
り
入
れ
る
資
金
）

市
債
と
は
、
い
わ
ば
市
の
借

金
の
こ
と
で
す
。
長
期
に
わ
た

っ
て
利
用
さ
れ
る
施
設
の
建
設

費
用
を
、
現
在
だ
け
で
な
く
、

将
来
の
利
用
者
に
も
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
公
平
で
あ
る

こ
と
や
、
建
設
費
用
を
一
度
に

払
う
こ
と
は
財
政
的
に
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
資
金
の
一
部

を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
お
金
は
、
国
の
減

税
に
伴
う
「
減
税
補
て
ん
債
」

と
交
付
税
制
度
の
時
限
的
改
正

に
伴
う
「
臨
時
財
政
対
策
費
」

以
外
は
、
施
設
整
備
の
た
め
に

借
り
入
れ
て
お
り
、
家
庭
で
言

え
ば
「
住
宅
ロ
ー
ン
」
に
近
い

も
の
で
す
。
一
般
会
計
で
は
、

前
年
度
比
一
一
二
・
一
％
増
の

五
十
四
億
八
千
三
百
二
十
万
円

を
借
り
入
れ
ま
し
た
。
年
度
末

の
借
り
入
れ
残
高
は
四
百
三
十

七
億
七
千
九
百
五
十
万
円
で
前

年
度
比
で
七
億
九
千
五
百
十
九

万
円
増
え
ま
し
た
。

【
特
別
会
計
と
合
わ
せ
る
と
】

特
別
会
計
で
は
、
下
水
道
建

設
事
業
に
二
十
八
億
八
千
四
百

九
十
万
円
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。

市
債
が
あ
る
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
年
度
末
の
借
り
入
れ
残
高

は
七
百
六
十
六
億
九
千
八
百
七

十
三
万
円
で
、
前
年
度
比
で
十

六
億
九
千
二
百
二
十
六
万
円
減

り
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
借

り
入
れ
残
高
の
合
計
は
一
千
二

百
四
億
七
千
八
百
二
十
三
万
円

と
な
り
、
前
年
度
比
で
八
億
九

千
七
百
七
万
円
減
り
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
会
計
と
都
市
施
設

用
地
取
得
事
業
会
計
を
合
わ
せ

た
普
通
会
計
で
の
借
り
入
れ
残

高
は
四
百
五
十
七
億
四
千
八
百

三
十
四
万
円
で
市
民
一
人
あ
た

り
で
は
、
十
七
万
九
千
百
八
十

九
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

県
内
十
九
市
の
う
ち
で
最
も
少

な
い
額
で
す
。

一
般
会
計

歳入
財
産
収
入
や
収
益
事

業
収
入
（
競
輪
な
ど
）

が
増
。全
体
で
は
前
年

度
比
四
・
二
％
増
。

■
人
件
費

職
員
給
与
の
改
定
や
退
職
し

た
職
員
の
補
充
を
し
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、職
員
給
与
が
前
年

度
比
で
五
・
九
％
減
り
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
者
の
減
少
に
よ

り
、
退
職
手
当
が
前
年
度
比
で

三
一
％
減
り
ま
し
た
。
人
件
費

全
体
で
は
前
年
度
比
で
九
・
一
％

減
り
ま
し
た
。

■
公
債
費
（
借
り
入
れ
金
の
返

済
に
あ
て
ら
れ
る
経
費
）

過
去
に
借
り
入
れ
た
市
債
の

元
金
と
利
子
が
減
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
償
還
金
が
減
っ
た
た
め
、

前
年
度
比
で
六
・
六
％
減
り
ま

し
た
。

■
普
通
建
設
事
業
費
（
学
校
や

道
路
の
整
備
な
ど
に
使
う
経
費
）

（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

整
備
事
業
、
相
模
川
馬
入
堤
内

地
整
備
事
業
、
万
田
貝
塚
住
宅

建
て
替
え
事
業
、
土
屋
公
民
館

新
築
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、

前
年
度
比
で
五
三
・
六
％
増
え

ま
し
た
。

■
扶
助
費
（
生
活
保
護
法
、
児

童
福
祉
法
、
老
人
福
祉
法
に
基

づ
い
て
支
給
す
る
経
費
）

児
童
扶
養
手
当
の
権
限
委
譲

や
児
童
手
当
の
増
加
、
小
児
医

療
費
助
成
対
象
者
や
生
活
扶
助

世
帯
・
人
員
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
比
で
六
・
八
％
増

え
ま
し
た
。

決
算
資
料
や
監
査
委
員
の「
歳

入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書
」は
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

一
階
・

21
―
8
7
6
4
）
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
一
面
題
字

右
横
）
の
「
財
政
状
況
」
の
コ

ー
ナ
ー
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

歳出
投
資
的
経
費
、
扶
助

費
な
ど
が
増
。
全
体

で
は
前
年
度
比
四
・

四
％
の
増
。

12月7日（日）午後1時から平塚競技場で「第83回天皇杯全日本サッ
カー選手権大会」の2回戦が開催されます。昨年は快進撃を見せた湘南
ベルマーレ。今年もあの感動をもう一度！
■対戦カード 湘南ベルマーレと天理大学の勝者VS愛媛FCとJAPAN
サッカーカレッジの勝者

快進撃を追い掛けたい。

チケットのお問い合わせは、総合公園管理事務所（ 35-2233）へ

詳
し
く
は
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
で

平成 年度予算編成中。
市民の目線で事業を再評価。安心と安全を支えに、より暮らしやすいまちへ



▽
日
時

11
月
22
日（
土
）午
後

０
時
30
分
〜
２
時
50
分

▽
会
場

中
央
公
民
館

▽
内
容

第
一
部
…
社
会
福
祉

関
係
功
労
者
表
彰
　
第
二
部
…

縄
文
笛
コ
ン
サ
ー
ト
〜
美
し
い

古
代
の
音
色
〜（
奏
者
・
縄
文
笛

毅
さ
ん
）
※
入
場
自
由
、託
児

あ
り（
無
料
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福

祉
協
議
会（
1
33
ー
２
３
３
３
・

福
祉
会
館
内
）へ
。

離
婚
や
死
亡
な
ど
の
た
め
、

ひ
と
り
親
家
庭
と
な
っ
た
父
ま

た
は
母
と
子
ど
も
、
両
親
の
い

な
い
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

家
庭
の
方
が
、
病
院
な
ど
に
か

か
っ
た
場
合
、
健
康
保
険
の
自

己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
（
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

現
在
、
こ
の
医
療
費
の
助
成

を
受
け
て
い
る
方
は
、十
一
月
二

十
八
日（
金
）ま
で
に
、
直
接
児

童
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
※
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

▽
受
け
付
け
場
所

児
童
福
祉

課（
市
役
所
１
階
⑪
番
窓
口
）

▽
持
ち
物

健
康
保
険
証
、
医

療
証お

問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
福

祉
課（
1
21
ー
９
６
１
２
）へ
。

福
祉
会
館
と
中
央
公
民
館
を

会
場
に
、
お
年
寄
り
や
障
害
の

あ
る
方
が
、
日
ご
ろ
の
サ
ー
ク

ル
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

【
作
品
展
示
】（
福
祉
会
館
、
中

央
公
民
館
）

▽
日
時

11
月
20
日（
木
）〜
22

日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時

【
お
茶
席
】（
福
祉
会
館
）

▽
日
時

11
月
20
日（
木
）〜
22

日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
演
芸
会
】（
福
祉
会
館
）

▽
日
時

11
月
20
日（
木
）〜
22

日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
カ
ラ
オ
ケ
大
会
】（
福
祉
会
館
）

▽
日
時

11
月
22
日（
土
）午
前

９
時
45
分
〜
午
後
３
時

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福

祉
協
議
会（
1
33
ー
２
３
３
３
・

福
祉
会
館
内
）へ
。

生
活
習
慣
病
や
健
康
に
つ
い

て
気
に
な
る
こ
と
な
ど
の
相
談

を
保
健
師
が
お
受
け
し
ま
す
。

▽
日
時

12
月
１
日（
月
）、
１

月
19
日（
月
）、２
月
９
日（
月
）、

３
月
23
日（
火
）、
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分

▽
会
場

市
役
所
１
階
市
民
ホ

ー
ルお

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー（
1
34
ー
０
３
１
１
）へ
。

市
民
の
だ
れ
も
が
社
会
参
加

で
き
、
自
立
し
た
生
活
を
送
れ

る
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
体
制
を

つ
く
る
た
め
の
計
画
を
今
年
度

中
に
策
定
し
ま
す
。

▽
日
時

11
月
27
日（
木
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
会
場

教
育
会
館

▽
定
員

10
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
福
祉
政
策

課（
内
線
２
１
５
１
）へ
。

「
受
領
委
任
払
制
度
」
の
登

録
を
希
望
す
る
事
業
者
を
対
象

に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

12
月
３
日（
水
）午
後

２
時
〜
４
時

▽
会
場

青
少
年
会
館

※
出
席
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保

険
課（
1
21
ー
８
７
９
０
）へ
。

平
和
条
約
国
籍
離
脱
者
な
ど

で
あ
る
戦
没
者
遺
族
の
方
な
ど

に
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
対
象

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出

身
の
旧
軍
人
軍
属
で
特
別
永
住

者
と
し
て
日
本
に
永
住
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
昭
和
12
年
７
月
７
日
以
後
公

毎週月～金曜日・午前9時30分～午後4時/消費生活

センター（JAビルかながわ2階、4面市民相談欄参照）

消費生活
相 談

平成15年11月15日　６
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

務
傷
病
に
か
か
り
、
昭
和
16
年

12
月
８
日
以
降
死
亡
し
た
方
の

遺
族
②
昭
和
12
年
７
月
７
日
以

後
公
務
傷
病
に
か
か
り
、
重
度

障
害
状
態
の
戦
傷
病
者
③
平
成

13
年
３
月
31
日
以
前
に
死
亡
し

た
重
度
戦
傷
病
者
の
遺
族

▽
金
額

戦
没
者
の
遺
族
…
二

百
六
十
万
円
、
重
度
戦
傷
病
者

…
四
百
万
円

▽
請
求
期
限

平
成
16
年
３
月

31
日（
水
）

▽
受
け
付
け
場
所

生
活
福
祉

課（
市
役
所
１
階
⑳
番
窓
口
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
福

祉
課（
内
線
２
１
４
２
）へ
。

産
婦
人
科
医
師
な
ど
が
相
談

を
お
受
け
し
ま
す（
予
約
制
）。

▽
日
時

11
月
20
日（
木
）、
12

月
４
日（
木
）、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

▽
会
場

県
平
塚
保
健
福
祉
事

務
所お

申
し
込
み
は
、
県
平
塚
保

健
福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
課（
1

32
ー
０
１
３
０
）へ
。

六
か
月
児
か
ら
八
か
月
児
を

対
象
に
実
施
し
て
い
た
神
経
芽

細
胞
腫
検
査
を
平
成
十
六
年
三

月
三
十
一
日
で
休
止
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
検
査
セ
ッ
ト
の

配
布
は
九
月
三
十
日
で
終
了
し

ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
平
塚

保
健
福
祉
事
務
所（
1
32
ー
０

１
３
０
）へ
。

社
会
福
祉
を
考
え
る
つ

ど
い
2
0
0
3

「
福
祉
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談

介
護
保
険
住
宅
改
修
の「
受

領
委
任
払
制
度
」
研
修
会

台
湾
出
身
な
ど
の
旧
軍

人
軍
属
の
方
に
弔
慰
金

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員

会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
の
現
況
届
を

女
性
の
健
康
相
談

乳
児
の
神し

ん

経け
い

芽が

細さ
い

胞ぼ
う

腫し
ゅ

検
査
を
休
止
し
ま
す

江戸の人情と心意気 
携帯電話の紛失に気が付いたら、

まず、携帯電話会社の紛失受付窓
口に連絡して利用を止めてもらい
ましょう。原則として契約者本人
が申し出ることになっているので、
普段から窓口の電話番号、自分の
携帯電話番号をメモしておきまし
ょう。そのまま放置しておくと不
正に使用されたり、友人や知人の
電話番号やメールアドレスなどの

個人情報が漏れてしまったりする
おそれがあります。普段から使用
時以外はダイヤルロックをかける
習慣をつけましょう。
最近、携帯電話を購入するにあ
たって他人に名義貸しをしてトラ
ブルに巻き込まれてしまったとい
う相談が寄せられます。名義貸し
は絶対にやめましょう。
□　問 消費生活センター（12１－7530）

携帯電話のトラブルに注意
くらし快適メモ〈連載○54〉

交通災害共済は、自動車事故だけでなく、自転車、電車、航空機、船舶
などの事故にも対応しています。共済期間は加入日翌日から平成16年4月
30日までです。掛け金は、大人250円、70歳以上の方と障害をお持ちの方
150円、中学生以下100円です。加入は、市内金融機関（郵便局は除く）ま
たは市役所内金融機関窓口でどうぞ。

いつでも加入できます

交通災害共済に加入を
◇問い合わせ先　市民活動推進課（内線2263）

☆なぜ？どうして？高脂血症（専門医の話）

動脈硬化の原因になる高脂血症の予防のお話です。

u日時 12月11日（木）午後１時30分～2時30分

u会場 金田公民館　　　u定員 30人（先着順）

★サラサラ血液にこんにちは（調理実習と管理栄養士の話）

コレステロールが高めの方、ぜひ、ご参加を。

u日時 12月13日（土）午前10時～午後2時　

u会場 保健センター　　u定員 30人（先着順）

u参加料 300円　　　　 u持ち物 エプロン・三角布

☆楽しくウォーキング（生活習慣病と腰痛・肩こり予防）

u日時 12月19日（金）午後1時30分～3時

u会場 保健センター　　u定員 30人（先着順）

u持ち物 運動服・運動靴

い き い き 健 康 教 室

ヘ ル シ ー 体 験 教 室

★の教室のお申し込みは、往復はがきに教室名、住所、氏名、年齢、電話
番号を記入し、保健センター（〒254ー0054中里34ー17）へ。

☆の教室のお申し込みは、電話で保健センター（134ー0311）へ。

◇譲ってください 三輪車、

B型ベビーカー、2段ベッド、

囲碁道具一式、カラオケセ

ット、ルームランナー、電

子ピアノ、車いす、自転車

（26インチ）、電子レンジ台

◇譲ります ①有料 チャ

イルドシート、ベビーバス、

ハイアンドローチェア、ポ

ータブルミシン、ガスがま、ガスストーブ、子ど

も用自転車（16インチ）、電動三輪自転車、折りた

たみ式パイプベッド、AVボード　②無料 パイプ

ベッド、座卓、パイプいす、エアクリーナー、金

庫、蚊帳（麻製）、豆炭アンカ（2個）、フランス語

講座教材（テキスト、テープ）、冷蔵庫（冷凍室な

し）、ホットプレート（30㎝×50㎝）、電気ポット

◎不用品の登録やあっせんは、電話などでお

受けします（先着順）。受け付けは、土・日

曜日、祝日を除く午前8時30分から午後5時ま

でです。不用品登録情報は市のホームページ

でもご覧いただけます（URLは1面題字右横

参照）。交渉は当事者同士でお願いします。

登録は3か月間有効。

児童手当は、6歳で小学校に入学する前まで

のお子さんをお持ちの方に支給する手当です。

ただし、前年の所得が決められた額以上の場合

は、支給できません（下表参照）。該当する方は、

手続きをしてください。また、児童手当を受け

ている方で、まだ現況届を提出していない方は、

児童福祉課に提出してください。

u支給額（月額） 第１子・第2子…5,000円

第3子以降…10,000円

u支給時期 2月、6月、10月にそれぞれ前月まで

の手当を支給　※請求した月の翌月から支給。

u手続き方法 請求者名義の預金通帳（郵便局

を除く）をお持ちになり、児童福祉課（市役所1

階⑪番窓口）へ　※公務員は勤務先へ。

※扶養親族などの数が1人増すごとに38万円を加算します。

※申請者の所得合計から保険料相当額（全員一律）8万円・
老人扶養6万円などを控除した額で審査します。

お問い合わせは、児童福祉課（121－9612）へ。

４６０万円 

４９８万円 

５３６万円 

５７４万円 

６１２万円 

６５０万円 

（平成１４年中の所得） 
平成１５年度児童手当所得制限限度額 

扶養親族 
などの数 
 

自営業（国民年金加 
入者・年金未加入者） 

サラリーマン（厚 
生年金加入者） 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

３０１万円 

３３９万円 

３７７万円 

４１５万円 

４５３万円 

４９１万円 

児童手当の手続きを 児童手当の手続きを 

u講師　神田陽子さん（講談師）

u定員 250人（先着順）

お申し込みは、はがきまたはファクスに住所、氏名、電話番号を記入

し、男女共同参画推進室（〒254－0811八重咲町3－3JAかながわビル2階・

622－3037）へ。

□問 男女共同参画推進室（121－7500）

講
談
師
・
神
田
陽
子
さ
ん

日時 12月6日（土）
午後1時30分開演

会場 中央公民館



７ 広報ひらつか　第755号（1日・15日発行） 情 報 館

平塚市役所　〒254-8686 浅間町9-1
123-1111・35-1111

【少年の主張作文】（敬称略） 最優秀賞…小学生の部「最近思うこと」小林
美優（山下小5年）、中学生の部「私の大切な役割ー長崎に生まれてー」山口
葵（山城中3年） 【あかるい家庭写真】（敬称略） 最優秀賞…「パソコンで
きたかな？」近藤香穂（南原小１年）

◆
平
和
の
尊
さ
考
え
よ
う「
原
爆

被
爆
体
験
を
き
く
会
」

被
爆
体
験
者
の
話
や
原
爆
の

写
真
と
被
爆
者
が
描
い
た
絵
の

展
示
な
ど
を
し
ま
す
。

▽
日
時

12
月
７
日（
日
）午
前

10
時
〜
正
午

▽
会
場

四
之
宮
公
民
館

▽
定
員

50
人（
先
着
順
、小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽
講
師

塩
瀬
康
雄
さ
ん
（
神

奈
川
県
原
爆
被
災
者
の
会
）

お
申
し
込
み
は
、総
務
課（
1

21
ー
８
７
６
３
）へ
。

◆「
み
ん
な
で
楽
し
も
う
か
い
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

外
国
籍
市
民
の
方
と
歌
や
踊

り
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
を
し
て
、

楽
し
く
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

12
月
7
日（
日
）午
後

７
時
〜
９
時

▽
会
場

ホ
テ
ル
サ
ン
ラ
イ
フ

ガ
ー
デ
ン（
榎
木
町
）

▽
定
員

250
人（
先
着
順
）

▽
参
加
料

高
校
生
以
上
…
二

千
円
、
小
・
中
学
生
…
一
千
円

お
申
し
込
み
は
、
交
流
親
善

課（
1
25
ー
２
５
２
０
）へ
。

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
分

別
収
集
の
説
明
会

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
始
ま

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
分

別
収
集
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
会
場

【
12
月
】

・
２
日（
火
）…
…
花
水
公
民
館

・
３
日（
水
）…
…
八
幡
公
民
館

・
12
日（
金
）…
…
大
原
公
民
館

・
17
日（
水
）…
…
金
目
公
民
館

・
18
日（
木
）…
…
吉
沢
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時

〜
３
時
で
す
。

ま
た
、
希
望
す
る
団
体
に
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
業

務
課（
1
21
ー
８
７
９
６
）へ
。

◆
「
地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」の
受
講
生
募
集

地
域
づ
く
り
と
青
少
年
育
成

の
知
識
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時

12
月
６
日（
土
）・
13

日（
土
）、
１
月
17
日（
土
）・
31

日（
土
）、
全
４
回
、
午
前
10
時

〜
午
後
４
時（
12
月
６
日
は
正

午
ま
で
）

▽
会
場
　
ひ
ら
つ
か
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
ビ
ル
か
な
が

わ
２
階
）

▽
定
員

100
人（
先
着
順
・
た
だ

し
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
を

優
先
し
ま
す
）

▽
申
し
込
み
先

神
奈
川
県
青

少
年
協
会（
1
045
ー
402
ー
０
３

４
６
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年

課（
1
32
ー
７
０
２
９
）へ
。

◆
初
心
者
向
け
の
「
植
木
せ
ん

定
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す

▽
日
時

１
月
８
日（
木
）・
９

日（
金
）
・
13
日（
火
）
〜
15
日

（
木
）、
全
５
回
、
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

▽
会
場

高
齢
者
技
能
セ
ン
タ

ー（
西
八
幡
一
丁
目
）ほ
か

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

就
業
を
希
望
す
る
60
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
方

▽
定
員

20
人（
抽
選
）

お
申
し
込
み
は
、
十
一
月
二

十
八
日（
金
）ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
生

き
が
い
事
業
団
（
〒
254
ー
0073
西

八
幡
１
ー
３
ー
２
ー
２
・
1
33

ー
２
３
３
５
）へ
。

◆
交
通
安
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
。
入
賞
作
品
が
決
定

入
賞
作
品
は
、
十
一
月
十
七

日（
月
）か
ら
二
十
一
日（
金
）ま

で
、
市
役
所
一
階
市
民
ホ
ー
ル

に
展
示
し
ま
す
。

金
賞
受
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】
金
賞

・
常
世
麟
太
郎（
城
島
小
２
年
）

【
小
学
校
中
学
年
の
部
】
金
賞

・
大
野
清
志
郎（
富
士
見
小
３
年
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】
金
賞

・
名
波
祥
穂（
南
原
小
５
年
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
交
通
安

全
課（
内
線
２
６
４
０
）へ
。

◆
市
街
化
調
整
区
域
の
建
築
形

態
制
限
指
定
案
の
縦
覧

▽
日
時

11
月
17
日（
月
）〜
28

日（
金
）、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時（
土
・
日
曜
日
、
休
日
は

除
く
）
※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
場
所

建
築
指
導
課
（
消
防

庁
舎
２
階
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
指

導
課（
1
21
ー
９
７
３
１
）へ
。

◆
湘
南
グ
リ
ー
ン
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
2
0
0
3

専
門
家
の
講
演
や
パ
ネ
ル
の

展
示
か
ら
み
ど
り
を
考
え
よ
う
。

▽
日
時

11
月
27
日（
木
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

▽
テ
ー
マ

「
こ
れ
か
ら
の
湘

南
の
み
ど
り
を
考
え
る
」

▽
定
員

100
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
県
湘
南
地

区
行
政
セ
ン
タ
ー（
1
22
ー
２

７
１
１
内
線
２
５
４
）へ
。

◆
地
雷
除
去
支
援
活
動
の
講
演

会
を
開
き
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
道
目
的
の
地

雷
除
去
支
援
の
会
事
務
局
長
の

冨
田
洋
さ
ん
が
講
演
し
ま
す
。

入
場
は
自
由
で
す
。

▽
日
時

11
月
29
日（
土
）午
後

２
時
〜
４
時

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
ビ
ル
か
な
が

わ
２
階
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ひ
ら
つ

か
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
1
21

ー
７
５
１
７
）へ
。

◆
決
算
お
よ
び
消
費
税
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

青
色
申
告
の
決
算
の
仕
方
と

消
費
税
、
申
告
書
作
成
上
の
留

意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

▽
日
時

事
業
所
得
の
あ
る
方

…
12
月
８
日（
月
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
、
不
動
産
所
得
の
あ

る
方
…
12
月
12
日（
金
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
税

務
署（
1
22
ー
１
４
０
０
）へ
。

◆
「
南
図
書
館
」
を
臨
時
休
館

し
ま
す

十
一
月
二
十
四
日（
休
）は
、

館
内
消
毒
の
た
め
臨
時
休
館
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
南
図
書

館（
1
21
ー
３
０
８
０
）へ
。

◆
住
宅
需
要
実
態
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

国
土
交
通
省
で
は
、
全
国
各

地
で
「
平
成
十
五
年
度
住
宅
需

要
実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
み
な
さ
ん
が

住
宅
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
な
ど
を

調
査
す
る
も
の
で
、
住
宅
施
策

を
す
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な

り
ま
す
。

平
塚
市
で
は
、
十
一
月
二
十

四
日
（
休
）
か
ら
十
二
月
七
日

（
日
）ま
で
の
間
、
無
作
為
に
抽

出
し
た
約
百
七
十
世
帯
を
対
象

に
、
統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課

（
1
21
ー
８
７
８
４
）へ
。

九
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
監

査
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
内
藤

光
孝
さ
ん
、
相
原
光
治
さ
ん
、

小
林
保
雄
さ
ん
、
金
子
修
一
さ

ん
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
監
査
の
対
象
お
よ
び
結
果
】

◆
出
資
団
体
の
監
査
（
平
成
十

四
年
度
の
出
資
に
係
る
出
納
そ

の
ほ
か
に
関
す
る
事
務
）

▽（
財
）平
塚
市
生
き
が
い
事
業

団
、（
財
）平
塚
市
文
化
財
団
、

（
財
）平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
…
出
資
金
な
ど
に
係
る
出
納

そ
の
ほ
か
の
事
務
の
執
行
に
つ

い
て
は
、
良
好
に
行
わ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
た
。
事
業
報
告

書
、
決
算
諸
表
に
記
載
さ
れ
た

数
値
は
、
正
確
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
。

11月納期の市税・手数料
◆対象税など

・固定資産税　　　　　（第４期）

・国民健康保険税　　　（第６期）

・介護保険料　　　　　（第６期）

・清掃し尿従量手数料　（第８期）

◆納期最終日 12月1日（月）

青少年健全育成のつどい 青少年健全育成のつどい 

少年の主張作文とあかるい家庭写真コンクール

入賞者が決まりました
◇問い合わせ先　青少年課（132ー7029）

監
査
の
結
果

名波祥穂さんの作品

◇申し込み　ひらつか天城山荘
※申し込みは4か月前から受け付け
・電　話　0558－87－1050
・ＦＡＸ　0558－87－0557
・所在地　〒410－3216静岡県田方郡
天城湯ケ島町上船原1120－1

・1泊2食諸税込み、大人5,820円・子ど
も5,140円（一般室）から

×印 満室　△印 早めに申し込みを　○印 まだ余裕がある　休印 休館日（平成15年11月7日現在）
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 日 月 祝 水 木 金 土 日 月 火 水
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

12

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 ○ × ○ ○

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
祝 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 祝 火 水 木
× × × ○ 休 休 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※空き状況はホームページで毎週1回更新。http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/
※10人以上の団体は平塚から山荘までバスで送迎します（有料）。

u内容 青少年健全育成功労者表彰、少年の主張作文最優秀賞受賞作品

発表、あかるい家庭写真コンクール最優秀賞受賞作品発表、青

少年活動報告、ジュニア・リーダーズクラブ活動報告

□　問 青少年課（132－7029）

青少年が地域の一員としての自覚や誇りが持てる社会を目指して、

「青少年健全育成のつどい」を開催

します。入場は自由です。

日時 11月23日（祝）
午後1時～4時

会場 中央公民館

冬
は
寒
さ
の
た
め
に
、
屋

外
に
出
る
こ
と
が
少
な
く
な

り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
家

の
中
に
ば
か
り
い
な
い
で
、

一
日
一
回
程
度
は
外
へ
出
ま

し
ょ
う
。
家
の
周
り
を
歩
く

だ
け
で
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

乳
児
の
場
合
は
、
体
温
調
節

が
未
熟
な
の
で
帽
子
や
手
袋
、

靴
な
ど
で
し
っ
か
り
防
寒
し

ま
し
ょ
う
。
家
へ
帰
っ
て
き

た
ら
、
手
洗
い
と
う
が
い
を

必
ず
し
ま
し
ょ
う
。
う
が
い

の
で
き
な
い
子
に
は
湯
冷
ま

し
を
飲
ま
せ
る
な
ど
し
て
、

乾
燥
し
た
の
ど
の
粘
膜
を
潤

す
よ
う
に
し
ま
す
。

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
に
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①
う
が
い
と
手
洗
い
を
き
ち

ん
と
す
る
。

②
規
則
正
し
い
生
活
で
、
疲

れ
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
加
湿
器
な
ど
を
使
い
部
屋

の
湿
度
を
保
ち
、
時
々
換
気

を
す
る
。

④
人
込
み
に
行
く
と
き
は
、

混
雑
す
る
時
間
帯
は
な
る
べ

く
避
け
、乗
り
物
な
ど
で
は
、

空
気
の
入
れ
替
わ
る
場
所
に

い
る
。

⑤
せ
き
な
ど
の
風
邪
症
状
が

あ
る
人
か
ら
は
距
離
を
と
る
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
に
は
、
予
防
接
種
も
効

果
的
で
す
。
予
防
接
種
は
、

か
か
り
つ
け
医
と
相
談
し
て
、

流
行
前
の
十
二
月
ま
で
に
は

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

□問

保
健
セ
ン
タ
ー（
1
34

ー
０
３
１
１
）

冬
を
元
気
に

過
ご
す

市民文芸「冬の部」 
　　　  の作品を募集 

日ごろの文芸活動の成果を発表しませんか。

u部門と題

・俳　句 「凩　木枯」（こがらし）「大根」、

2題あわせて3句まで

・短　歌 題は自由、2首まで

・川　柳 「ほのぼの」（表現自由）、3句まで

・現代詩 題は自由、800字以内、１編まで

u対象 市内にお住まい、お勤め、通学の方

u応募規定 ①未発表の作品②部門ごとに別

のはがき（詩は原稿用紙）を使用する③かい

書で分かりやすく④はがきの表に部門・住

所・氏名（ふりがな）・電話番号・勤務先（学

校名）、裏に作品を記入（詩は別紙）

u締め切り 11月30日（日）

お申し込みは、社会教育課（〒254－0051豊

原町2－21・135－8123）へ。



（休日・夜間急患診療所） 

平成15年11月15日　８広報ひらつか　第755号（1日・15日発行）

小
池
弘
敏

ひ
ろ
と
し

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
3
月
28
日
生
ま
れ

（
飯
島
）

二
宮
優ゆ

う

樹き

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
4
月
8
日
生
ま
れ

（
河
内
）

福
井
萌
衣

め

い

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
1
月
20
日
生
ま
れ

（
御
殿
三
丁
目
）

中　

島
あ
か
ね
ち
ゃ
ん

平
成
15
年
2
月
13
日
生
ま
れ

（
大
神
）

内
田
悠ゆ

う

太た

郎ろ
う

ち
ゃ
ん

平
成
14
年
12
月
3
日
生
ま
れ

（
入
野
）

★応募写真はケーブルテレビ2ch「くすのきTime」で紹介しています（1人1回・掲載写真は除く）。

冨
塚
美
結
希

み

ゆ

き

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
2
月
13
日
生
ま
れ

（
須
賀
）

●保健センター
・中里34-17
・ 34-0311

会場・問い合わせ先は保健センターです。母子健康手帳を忘れずに。

「
も
ろ
こ
し
が
原
に
、
や
ま
と
撫

な
で
し

子こ

し
も
咲
き
け

む
こ
そ
」。
平
安
時
代
中
ご
ろ
、
菅
原
孝
標
の
娘
が

記
し
た
更
科
日
記
に
は
、
こ
ん
な
記
述
が
あ
る
。
こ

の
「
も
ろ
こ
し
が
原
」
は
、
正
保
国
絵
図
（
江
戸
時

代
）
に
あ
る
平
塚
の
海
辺
に
「
唐
ケ
原

も
ろ
こ
し
が
は
ら

」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
塚
か
ら
大
磯
に
か
け
て
の
海

辺
、
今
の
花
水
川
河
口
あ
た
り
を
指
す
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
一
面
に
咲
き
誇
っ
た
な
で
し
こ
の
花
は
さ

ぞ
か
し
美
し
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

さ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

幼
児
が
虐
待
さ
れ
た
り
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
跡
を
絶
た

な
い
。
時
代
は
何
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
ど
も
を
か
わ
い
が
っ
て
撫な

で
る
心
に
例
え
、「
撫

子
」
と
名
付
け
ら
れ
た
花
。
か
つ
て
は
、
一
面
に
広

が
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
可か

憐れ
ん

な
花
も
今
で
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

穏
や
か
な
小
春
日
和
の
秋
景
色
。
花
水
川
の
土
手

の
片
隅
で
静
か
に
揺
れ
る
な
で
し
こ
が
、
子
ど
も
を

大
切
に
す
る
優
し
さ
を
忘
れ
な
い
で
と
さ
さ
や
く「
小

さ
な
妖
精
」
の
よ
う
に
思
え
た
。

（
広
報
課

）

も
ろ
こ
し
が
原
の
小
さ
な
妖
精

よ
う
せ
い

「
獲
物
の
せ
帰
れ
ば
灯
台
待
っ
て
い

る
」
と
、
港
地
区
の
郷
土
い
ろ
は
カ
ル

タ
に
も
登
場
す
る
平
塚
灯
台
。
こ
の
灯

台
は
昭
和
八
年
十
一
月
、
東
京
・
大
阪

間
に
開
設
さ
れ
た
航
空
路
の
安
全
航
行

を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
、

現
在
の
国
道
一
三
四
号
高
浜
台
交
差
点

東
側
の
桜
河
岸
公
園
（
千
石
河
岸
）
横

で
す
。
当
時
の
高
さ
は
十
六
・
九
六

（
頂
部
ま
で
）で
、
五
十

先
か
ら
も

光
が
見
え
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
航
空
機
の
発
展
に
伴
っ
て
、

有
視
界
飛
行
用
の
標
識
は
不
要
に
な
り
、

昭
和
四
十
三
年
に
は
廃
止
が
決
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
相
模
川
河
口
や
海
上

を
航
行
す
る
船
舶
の
航
路
標
識
と
し
て
、

ま
た
「
平
塚
空
襲
」
で
も
戦
災
を
免
れ

た
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
残
し
て
ほ

し
い
と
い
う
市
民
の
要
望
な
ど
に
よ
り
、

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
一
日
に
再
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
に
は
、

鉄
骨
部
分
が
立
て
替
え
ら
れ
、
高
さ
が

約
十

伸
び
て
、
二
十
六
・
八
六

に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
二
十
七
年
に
発
表
さ

れ
た
「
な
で
し
こ
節
」
に
は
「
赤
と
み

ど
り
に
航
空
灯
が
変
わ
る
。
君
の
心
は
ど

う
じ
ゃ
や
ら
」、
昭
和
三
十
九
年
に
制
定

さ
れ
た
港
小
学
校
校
歌
に
も
「
海
は
暮

れ
る
よ
灯
台
の
灯
が
ま
わ
る
」
と
歌
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き

た
灯
台
で
す
が
、
老
朽
化
が
進
み
、
船

舶
も
新
湘
南
大
橋
の
明
か
り
や
人
工
衛

星
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
利
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
平
成
十
二
年

十
一
月
七
日
に
消
灯
。
六
十
七
年
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
、
灯
台
は
解
体
・
撤

去
さ
れ
ま
し
た
。

灯
ろ
う
部
と
取
り
付
け
部
（
重
さ
約

一
・
五

）
は
、
地
域
か
ら
の
要
望
な

ど
に
よ
り
、
平
成
八
年
に
寄
付
さ
れ
た

漁
船
と
と
も
に
港
小
学
校
に
展
示
さ
れ
、

第
二
の
人
生
を
送
っ
て
い
ま
す
。

▽
担
当
　
社
会
教
育
課
（

35
―
８
１

３
０
）

第32回

バ ス 平塚駅北口⑤番線から諏訪
町・農業高校経由市民病院行き、「医
療センター前」下車、大人片道170円
※同番線からの湘南日向岡行き、東海大
学行き、金田公民館行きも停車します。

応募方法 カラー写真の裏に
赤ちゃんの氏名（ふりがな）・
生年月日・性別・住所・電話
番号を記入し、広報課「赤ち
ゃんのステージ」係（〒254-

8686 浅間町9-1）へ。対象は市
内にお住まいの1歳未満（掲載
時）の赤ちゃん。締め切りは前
月の20日（抽選）。今回の応募
は37人。写真は返却しません。

【前期　妊娠6か月までの方】
8 日（月）午後1時30分～3

時15分、歯の衛生・妊娠
中の過ごし方
15日（月）午前10時～午後
2時、調理実習で学ぶ妊娠
中と産後の栄養〈予約制〉

【後期　妊娠8か月以降の方】
22日（月）午後1時30分～3

時15分、お産の進み方と
産後の過ごし方、呼吸法。
祖父母教室も開催
26日（金）午後1時30分～3

時30分、赤ちゃんのおふろ

【妊婦・新生児の訪問相談】
ご自宅で、妊娠中の健康

管理や新生児に関する相談
をお受けします〈予約制〉。
【育児相談】
生活、歯の衛生、食事の
相談。
◇受け付け 毎週水曜日午
前9時30分～10時30分

【にこにこ相談】
生活、食事の相談。
◇受け付け 10日（水）、24日
（水）午後1時30分～3時

【個別健康診査】
実施医療機関へ直接お申
し込みください。実施医療
機関の一覧表は保健センタ
ーでお配りしています。
◇4か月児対象（満4か月～5

か月未満）

◇8～10か月児対象（満8か月
～11か月未満）

【集団健康診査】
受診日の1週間前までに
案内通知をお送りします。
受け付け時間は午後1時～2
時です。
◇1 歳6～7か月児対象

2 日14年5 月1 日～10日生
9 日14年5 月11日～20日生
16日14年5 月21日～31日生

◇3 歳 2 か月児対象
4 日12年10月1 日～10日生
11日12年10月11日～20日生
18日12年10月21日～31日生

【歯科健康診査〈予約制〉】
歯の健康診査や相談、歯

みがき実習など。
◇2歳1か月児対象
10日（水）午後1時30分～2

時30分
25日（木）午前9時30分～10
時30分

離乳食の進め方など成長
に合わせたコースです。1週
間前までにご予約ください。
【ごっくん離乳食教室】

3～5か月児対象、25日（木）
午後1時30分～3時

【もぐもぐ離乳食教室】
7～8か月児対象、5日（金）･
19日（金）午後1時30分～3時

【ｶﾐｶﾐ･ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ離乳食教室】
10～12か月児対象、11日　
（木）午前10時～11時
【離乳食卒業教室】

1歳3か月～1歳5か月児対
象、22日（月）午前10時～

11時

お子さんと一緒に学べる
体験教室です〈予約制〉。
【のびのびキッズ2歳児教室】

2歳児対象。26日のみ2歳
～2歳6か月児対象。時間は
午前10時～11時です。
12日（金）楽しい食事と好
き嫌い
19日（金）むし歯予防とブ　
ラッシング実習
26日（金）2歳児の成長と
生活、楽しい遊び方

●12月のカレンダー
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▲富士と灯台
（昭和20年代後半・郷土写真家山本登さん撮影）

ホームページで子どもの健
康情報！
http://www.city.hiratsu
ka.kanagawa.jp/kenko/
kodomono.htm
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